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＜病棟連絡事項＞
・医療福祉学会のＰＰＴ提出を期日までに所定場所への提出をお願い致します。
 提出期限：10月15日（金）　※PPT枚数は10枚まで。
 　提出場所：教育委員会→2021年度教育委員会→医療福祉学会→PPT→各領域

・患者様への対応と処遇制限について、短時間の施錠でも人権の侵害にて法律に違反する行為となります。患者様不穏時には確実に指示受けを行い、正式な手続きを踏んで処遇制限を行って下さい。患者様に対してはサービス業であるということを念頭においた接遇をお願いします。

・本日入院予定であった、森　美鈴様、受診時飲酒をしており明日再受診し入院の予定となりました。

＜患者様連絡事項＞
・北向　淑美様～本日15：00保健所による措置解除面接を実施。措置解除となり、16：00両親お迎えにて自宅への退院となる。

・本田　未来様～生理痛の訴えあり、疼痛時のIFオーダーとロキソプロフェンNa（60）５回分処方となる。不穏時のコントミン（12.5）１０回分処方。

・藤井　崇史様～不穏時のレボトミン（25）１０回分処方となる。本日主治医立ち合い父様とのオンライン面会を実施。

・山崎　アヤ様～左口唇に口角炎様症状あり。デキサメタゾン口腔用軟膏１本処方。

・寺地　啓喜様～クロザピン導入予定です。説明書と同意書がBユニットにあります。10/14診察時に使用します。便秘時のIFオーダーとセンノシド処方となる。

・中山　真由美様～就床前薬について拒否があります。拒薬時には除剤可の主治医口頭指示あり。

・佐々木　理佳様～本日夕より糖尿病食２０単位へ食事変更となる。

・東野　愛様～不穏時のリスパダール内用液（1）５回分処方。

・谷地　寿梨様～本日夕よりフルメジン（１）１×夕　７日分処方。

＜東病棟入院・入室状況＞
【入院】
・平野　稔様様：東病棟Aユニット14号室
【退院】
・北向　淑美様：東病棟Aユニット16号室

[bookmark: _Hlk62478463]＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前・午後1時間ずつ開放観察実施。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

・澤村　彬様～身体拘束中。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

＜要注目患者様情報＞
・澤口　利香様～自室で臥床し過ごしている。表情の硬さあり。12:15苛々感訴え有り、継続指示リボトリール(1)1T内服。歯科受診対応のスタッフの声に反応し扉を何度も蹴りつけることあり。13:30頭痛訴えあり、継続指示ロキソプロフェンNa（60）1T内服。自傷行為等の問題行動は見られない。

[bookmark: _GoBack]・中村　栄作様～点滴４本/日、タゾピペ３本/日　10/12（火）まで継続。また、10/12（火）採血（至急）指示あり。体熱感あるが発熱なく経過。点滴トラブルなく施行している。声掛けにも返答している。

＜安ケ平Dr.診察情報＞
・藤井　崇史様～本日15時からオンライン面会予定。面会にはDr.同席。特定の他者に対して不満・被害的言動あり。時に頓服薬を使用しているが、使用頻度は週に2回程度。ここ最近右眼が痛くなる事があるという。本人曰く母も眼圧が高く、目の痛みを訴える事があったとの事。主治医からは退院後に眼科受診するようにと本人に伝えている。10月の採血結果もバルプロ酸Ｎａ　79.5、炭酸リチウム　0.61といずれも正常範囲内で経過。定期薬は処方変更無し。不穏・興奮時の頓服薬10回分処方。

・和田　昌様～うつの状態で制止している。診察の声掛けにも離床はせず、自室にて臥床している。食事・睡眠共に問題無し。定期薬は処方変更無し。

・河原木　泰志様～唸り声は時折聞かれているが、過度となる様子や他者トラブルは無く経過。定期薬は処方変更無し。

＜入院患者様情報＞
　日　　時：令和3年10月8日　11：50
　氏　　名：平野　稔様
　生年月日：昭和36年1月5日　60歳
　病　　名：躁うつ病　
　性　　別：男性
　主 治 医：田名部Dr
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟Aユニット14号室
　＜経過＞
　当院5回の入院歴あり。H30年10月4日退院後は、GH宝の杜に入所し訪問看護継続し就労しながら外来通院していた。数日前より気分高揚しており本日青南病院を受診している。施設へ帰宅後「社長出てこい！」と怒鳴って落ち着かず、多弁で落ち着かない様子であり、夕食後薬を内服して頂く（田名部Dr指示にて）。ご本人、宝の森（就労支援
B型）の社長、専務、森様、五福の5名で面談する。話の内容は転々としているが、就労事業所についての不満を興奮気味に話している。施設側としては、「このような状態では他利用者への影響があるため置いてはおけない」「本人が望まないのであれば自宅へ戻って頂く」とのこと。面談中、徐々に落ち着いてきている様子であり、薬の調整で落ち着いてくる可能性があることを施設側に伝えるが受入れは難しく、社長より兄様へ連絡し自宅へ帰宅している。状態的には躁状態もなく静かであるが、兄宅にもいつまでもいられないことがあって、次の住まいを検討する目的でもあるが、入院を勧める。強い拒否はないが、同意はしない状態にて、兄様の同意を得て11：50東病棟Aユニットへ医療保護入院となる。

【洗濯】業者洗濯
【買物】上限10,000円/月
【退院支援】GH入所及び就労支援事業所利用を希望
※GH「杜の館」が正式に退所扱いとなったかは不明。青明舎 森氏に確認して頂くようSW小屋敷より依頼している。
